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大豆 畑 雑草の 要防除期間
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　　 （三 重県農業研究所）

　近年，三 重県の 大 豆 畑で は ，
ホ ソ ア オ ゲイ トウ ，

ヒ ロ バ

フ ウ リン ホ オ ズ キ，ア サ ガ オ 類 等 の 帰化雑草が 増加 傾向 に

あ り問 題 と な っ て い る．こ れ らの 雑 草 は 発 生 期 間が 長 く，
播 種 後 の 土 壌 処 理 剤 だ け で は 防 除 が 難 し い と考 え られ る

こ と か ら，防除技術開発 の 参考 とす る た め 要 防除期 間 に つ

い て 検討 し た．

　試験 は 2008年 か ら2009年 に か けて 三 重県松阪市に ある

農業研究所 内 圃場 で 行 っ た。2008 年 は 大豆 播種 後 か ら 10

日間 隔 で 5 回，2009年 は 大 豆 播 種 後 24 日か ら 7 日間 隔 で

3 回 ， 雑草種子 を大豆 播種条間 に播種 し ，
5 個体を残 し間

引 き，そ の 後，雑 草 の 生 育，大 豆 の 草高，光量 子 密 度の 推

移 につ い て 調 査 した．反復数 は 2 と した ．な お，2008 年

は 7 月 14 日に 条間 を 65cm
， 株 間 を 21cm ，1 株 粒 数 を 2 粒

と して 大 豆 を播 種 し，中耕 培 土 は 行 わ な か っ た．2009 年

は 7 月 13 目に 条 間 を 78cm ，株 間 を 15cm，1株 粒 数 を 2 粒

と して 大豆 を播種 し，雑 草播種 前 の 8 月 6 日 に 中耕培土 を

行 っ た ．

　そ の 結果，ホ ソ ア オ ゲ イ トウ，イ チ ビ，イ ヌ ビエ の 要防

除 期間は 2D〜25 日，ヒ ロ バ フ ウ リン ホ オ ズ キ は 30 日程度

ア サ ガ オ 類 は 35 日程度 と考 え られた ．なお，両年 とも雑

草播種後 4〜5 日 で すべ て の 雑草が 出芽始め と なっ た ．相

対光量 子 密度 が 20％と なる と き に ホ ソ ア オ ゲイ ト ウ，イ チ

ビ，イ ヌ ビ エ で は 15cm 以 下 ，ヒ ロ バ フ ウ リン ホ オ ズ キ は

10cm 以 下，ア サ ガ オ 類 は 蔓が 伸 長 して い な けれ ば，そ の

後 ，生育抑制 程 度 が 大 き く，ほ とん ど種 子 生 産 は 行 わ れ な

い もの と考 え られ た．一方，相対光量 子 密度 が 20％とな る

大 豆 草高 は 大 豆 播種 条間 に よ り異 な り，7Qcm 程度 の 条間

で あ れ ば大 豆 草高 70〜80cm，40cm 程度の 条間 で あれ ば大

豆 草高 50〜60cm で あ り，期間 に す る と 40cm 程度 の 条間 で

10 日程度短か っ た ．

　以上，ヒ ロ バ フ ウリ ン ホ オ ズ キ お よ び ア サ ガ オ類 の 要防

除期間は 従来 の 雑草 よ り 5〜15 日程度長 い と考 え られ た ．

ま た，雑草防除の た め に は 大 豆 播種条間 を狭 く し，大豆 に

よ る 地表面 の 被覆速度 を速 め る こ とが 有効 と考え られ た ，
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Sago　palm 　（Me　troxll 　on 　sagu 　Rottb．）　that 　belongs　to 　the

subfamily 　Calamoideae　and 　yatay 　palm 　（Butia　M ∂ t∂M＞

that 　be工ongs 　to　the　subfamily 　Arecoideae，　are 　starch

producing 　Palm ．　　In　this 　study ，　we 　aimed 　to　evaluate

the　ability 　of 　salt 　resistance 　of 　sago 　palm　compared

with 　yatay　palm．　 Here ，　both　of 　paユm 　species 　were

exposed 　to　 Kimura　B　 culture 　sQlution 　 with 　different

salt 　condition 　匚no 　additiona ユ　salt ：　control ，　129　mM

NaCl　（0．75％　NaCl），　64　mM 　Na2SO4　（0．91％　NazSO4）　＋　PEG

6000］　（2replications 　for　each 　treatment ）for　2　months

to　investigate　the 　effect 　of 　different　salts 　on 　the

physiological 　 characteristics 　and 　growth 　of 　both　palm
species ，　　The　new 　leaf　emerged 　in　allthe 　 seedlings 　of

both　 sago 　palm　 and 　 yatay 　palm 　 even 　in　the 　NaCl　and

Na2SO4＋PEG　treatments ，　　The　senescence 　of 　leaf　was

also 　observed 　in　most 　of 　sago 　palm 　and 　NaCl
−treated

yatay　palm．　　In　sagQ 　paユm
，
　 the 　low　net 　leaf　product　was

found 　in　onlyone 　seed ユing 　with 　the 　NaCl 　treatment ，　　In

　 case 　of 　yatay 　palm ，　the　net 　leaf　product　of 　al1

seedlings 　in　NaCI 　and 　Na2SO4 ＋PEG 　treatrnents 　was 　lower

than 　the 　control 　and 　the　lowest　 net 　leaf　product 　was

　　found　in　one 　NaCユ
ー
treated 　seedling ．　 The　Na

＋

concentration 　in　the　petiole 　 an （…1eaflet　of 　 sago 　palm

was 　higher　at 　lower　positions 　than 　at 　upPer 　positions

in　both　NaCI　and 　Na2SO4＋PEG　treatments ．　　In　contrast ，
the　Na

＋
　concentration 　in　the 　petiole 　and 　leafユet 　of

yatay 　palm 　was 　higher　at 　upPer 　positions 　than 　at 　lower

positiolls 　in　both　salt 　treatments ．　　The　level　of 　Na＋

　 concentration 　in　 all 　the　 parts 　 of 　yatay 　palm 　was

apParently 　higher　than 　that 　 of 　 sagQ 　palm　in　 all 　salt

　　 treatments ．　　The 　extent 　of 　increasing　Na
＋

concentration 　in　all 　the　parts 　was 　high　with 　NaCl
treatment 　compared 　with 　Na2SO4　treatment 　in　both　sago

palm 　 and 　Yatay 　palm ．　 As　described　 above ，　the 　 effect

ofNaCl 　treatment　 ismore 　severe 　than 　that 　of 　Na2SO4＋PEG

treatment．　　Sago　palm 　may 　be　 comparatively 　 resistant

　 　 against 　salt 　stress 　rather 　than 　yatay 　palm ．
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